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| ※ 投 稿 原稿 と 朱書 し て くだ さい . | 
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一 編 集 後 ーーーーーーー ニ ーー デー デー デー ニニ ーー ニー ニー ューー ニ RI 


| JASTRO も 発足 後 $ 年 を 経過 し 創世 期 は 過ぎ た 
| と 言え まし ょ う 。 本 年 の 仙台 に 訟 ける 総会 後 , 規約 
! に より 学会 の 理事 , 評議 員 が 改選 され 編集 委員 長 が 
| 恒 元 先生 (放医研 ) か ら 大 川 先生 (女子 医大 ) へ 副 
| 委員 長 が 母 里 先生 (東海 大 ) か ら 阿 部 先生 (東京 医 
大 ) へ , 又 編 集 委員 も 若干 の 変更 が あり 体制 が 一 新 
i され まし た . 恒 元 , 母 里 両 先生 は JASTRO 誌 創刊 以 
! 来 多 く の 問 題 を 解決 され 学会 誌 の 運営 を 軌道 に 乗せ 
! られ た 功績 は 誠に 大 き な も の が あり ます . ここ で 両 
| 先生 の 御 努 力 に 敬意 を 表し た いと 思い ます . 御 苦労 
! 様 で し た . 


EC 
M 


日 

さて 新しい 編集 委員 会 に 引き 継が れ た 懸案 事項 も | 
いく つか あり ます . 中 で も 問題 に な る の が 投稿 論文 ! 
数 が 頭打ち で ある と 言う 事 で 。 いか に し た ら 投 稿 論 


文 数 が 増え る か と 言う 議論 が 常に な され て いま す . 


絆 
絆 
M 


学会 内 に 府 け る 出版 活動 は 学術 大 会 と 同様 に , 或 は | 
それ 以上 に 学会 の ACTIVITY を 反映 する も の と し 
て 位置 ず け られ る も の で , 現状 は 危機 的 と も 言え ま | 
す . JASTRO 誌 へ の 投稿 が JASTRO を 発展 させ , ひ ! 
いて は 放射 線 腫 瘍 学 の 振興 に つなが る の で は な いで | 


し ょ 人 うお あ 。 (築山 上 厳 ) 


四 
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